
                              栃木市監査委員告示第１３号 

 

 

  地方自治法第１９９条第 1 項及び第４項の規定による定例監査を、

都市監査基準に準拠して実施したので、同条第９項の規定によりその

結果を次のとおり公表いたします。 

 

                                   平成２９年１０月１０日 

 

                   栃木市監査委員   藤 沼 康 雄  

 

 

                   栃木市監査委員  天 谷 浩 明 

 

 

１．監査の実施日  平成２９年９月２６日 

２．監 査 の 対 象        財務部 

          管財課 財政課 公共施設再編課 

市民税課 資産税課 収税課 

         寺尾財産区 

３．監 査 の 方 法       

    平成２９年８月末日までに執行された事務事業について、関係す

る帳簿類、証ひょう書類の提出を求め、その効率性と適法性等を照

査、検討し、関係職員の説明を聴取して実施した。 

４．監 査 の 結 果       

    次 の と お り       



財 務 部 

◎ 管財課 

 

１．事務組織及び職員 

管財課には３係が置かれ、課長ほか１５名でそれぞれ事務を分掌

している。 

     

２．事務事業の実施状況 

管財係では、普通財産の取得管理及び処分事務、大澤基金・土地

総合調整基金・皆川地区振興基金及び小野寺地区市有林管理基金の

管理等に関する事務が行われた。 

財産調査係では、普通財産の取得管理及び処分事務、財産台帳の

整備等に関する事務が行われた。 

庁舎管理係では、財産管理事務、庁舎管理事務、自動車管理事務、

庁舎建設基金の積立事務、旧庁舎等解体事業、庁用バス購入事業、

立体駐車場エレベータリニューアル工事等に関する事務が行われた。 

 

３．予算の執行状況 

一般会計の歳入は、予算現額 145,362,000 円に対し、収入済額

41,495,299 円で 28.55％の収入率である。 

その主なものは、庁舎一階商業施設及び自動販売機等設置場所貸

付収入、市有地払下げ等売払収入である。 

一般会計の歳出は、予算現額 620,181,000 円に対し、支出負担行

為額 385,051,403 円で 62.09％の執行率である。 

その主なものは、建物総合損害共済金、庁舎光熱水費、設備・環

境管理業務等庁舎管理委託料、庁用自動車自賠責等保険料、庁用自

動車購入費、旧庁舎等解体工事費、大型バス購入費、立体駐車場エ

レベータリニューアル工事費である。 

    なお、予算の執行は適正に行われており、その関係する帳簿、書 

  類等は適正に処理されていた。 



◎  財政課 

１．事務組織及び職員 

    財政課には１係が置かれ、課長ほか９名でそれぞれ事務を分掌し

ている。 

                                                               

２．事務事業の実施状況 

    財政係では、財政計画策定、予算編成、予算配当、予算執行管理、

決算、市債借入償還、地方交付税算定、財政状況公表、公会計シス

テムの保守等に関する事務が行われた。 

 

３．予算の執行状況 

    一般会計の歳入は、予算現額 24,104,311,000 円に対し、収入済額

7,824,438,799 円で 32.46％の収入率である。 

    その主なものは、地方揮発油譲与税、自動車重量譲与税、地方消

費税交付金、地方交付税、前年度繰越金である。 

    一般会計の歳出は、予算現額 15,452,850,000 円に対し、支出負担

行為額 3,359,618,868 円で 21.74％の執行率である。 

  その主なものは、後期高齢者医療特別会計繰出金、介護保険特別

会計繰出金、下水道特別会計繰出金、農業集落排水特別会計繰出金、

市債償還元金、市債償還利子である。 

    一般会計の歳入（繰越明許）は、予算現額 1,101,377,800 円に対

し、収入済額 226,477,800 円で 20.56％の収入率である。 

  その内容は、前年度繰越金である。 

    一般会計の歳入（逓次繰越）は、予算現額 223,669,800 円に対し、

収入済額 24,769,800 円で 11.07％の収入率である。 

 その内容は、前年度繰越金である。 

    なお、予算の執行は適正に行われており、その関係する帳簿、書 

類等は適正に処理されていた。 

 



◎ 公共施設再編課 

 

１．事務組織及び職員 

公共施設再編課には１係が置かれ、課長ほか２名でそれぞれ事務

を分掌している。 

 

２．事務事業の実施状況 

公共施設再編係では、公共施設のあり方についての職員研修会開

催、施設カルテの公表等に関する事務が行われた。 

 

３．予算の執行状況 

一般会計の歳出は、予算現額 302,000 円に対し、支出負担行為額

16,720 円で 5.54％の執行率である。 

    その主なものは、公共施設マネジメントセミナー参加旅費である。 

    なお、予算の執行は適正に行われており、その関係する帳簿、書 

  類等は適正に処理されていた。 

 



◎ 市民税課 

 

１．事務組織及び職員 

市民税課には４係が置かれ、課長ほか３６名でそれぞれ事務を分

掌している。 

 

２．事務事業の実施状況 

税政係では、税務概要の作成、市税収入状況調事務、市税のＰＲ

事務、租税教育の実施、軽自動車税賦課事務、諸税関係事務、諸証

明及び公募閲覧事務等が行われた。 

市民税第１係及び市民税第２係では、個人市県民税の賦課事務、

再申告受付相談及び未申告調査事務、法人市民税関係事務等が行わ

れた。 

保険係では、国民健康保険税の賦課事務、介護保険料の賦課事務、

後期高齢者医療保険料の賦課に付随する事務等が行われた。 

 

３．予算の執行状況 

一般会計の歳入は、予算現額 10,744,218,000 円に対し、収入済額

4,679,593,558 円で 43.55％の収入率である。 

その主なものは、個人市民税、法人市民税、軽自動車税、市たば

こ税、県税徴収委託金である。 

一般会計の歳出は、予算現額 161,166,000 円に対し、支出負担行

為額 140,590,491 円で 87.23％の執行率である。 

    その主なものは、軽自動車税電算処理委託料、市県民税賦課事務

電算処理委託料、地方税電子申告支援サービス利用料、地方税電子

化協議会負担金、過年度還付金及び過誤納返還金である。 

国民健康保険特別会計の歳入は、予算現額 4,478,853,000 円に対

し、収入済額 1,493,150,800 円で 33.34％の収入率である。 

その内容は、国民健康保険税である。 

国民健康保険特別会計の歳出は、予算現額 45,925,000 円に対し、

支出負担行為額 18,389,382 円で 40.04％の執行率である。 

その主なものは、過誤納還付金、通知書発送郵送料、電算処理委

託料である。 

後期高齢者医療特別会計の歳入は、予算現額 1,220,502,000 円に

対し、収入済額 465,903,900 円で 38.17％の収入率である。 

その主なものは、後期高齢者医療保険料である。 

後期高齢者医療特別会計の歳出は、予算現額 1,231,903,000 円に

対し、支出負担行為額 370,562,110 円で 30.08％の執行率である。 



その主なものは、後期高齢者医療広域連合保険料負担金である。 

介護保険特別会計（保険事業勘定）の歳入は、予算現額

2,814,563,000 円に対し、収入済額 928,403,160 円で 32.99％の収入

率である。 

その内容は、介護保険料である。 

介護保険特別会計（保険事業勘定）の歳出は、予算現額 13,387,000

円に対し、支出負担行為額 5,819,896 円で 43.47％の執行率である。 

その主なものは、過誤納還付金、電算処理委託料である。 

    なお、予算の執行は適正に行われており、その関係する帳簿、書 

  類等は適正に処理されていた。 



◎  資産税課 

 

１．事務組織及び職員 

    資産税課には２係が置かれ、課長ほか２３名でそれぞれ事務を分

掌している。 

                                                     

２．事務事業の実施状況 

土地係では、固定資産税課税台帳の縦覧及び閲覧事務、固定資産

の評価及び固定資産税・都市計画税の賦課事務、公募閲覧事務等が

行われた。 

家屋償却係では、固定資産税課税台帳の縦覧及び閲覧事務、固定

資産の評価及び固定資産税・都市計画税の賦課事務、公募閲覧事務、

家屋調査事務、償却資産の申告受付事務等が行われた。 

  

３．予算の執行状況 

    一般会計の歳入は、予算現額 10,367,884,000 円に対し、収入済額

7,608,949,651 円で 73.39％の収入率である。 

    その主なものは、固定資産税、都市計画税である。 

    一般会計の歳出は、予算現額 160,898,000 円に対し、支出負担行

為額 97,577,845 円で 60.65％の執行率である。 

  その主なものは、固定資産税賦課事務用電算処理委託料、固定資

産評価支援システムデータ異動委託料、土地評価替業務委託料であ

る。 

  なお、予算の執行は適正に行われており、その関係する帳簿、書

類等は適正に処理されていた。 



◎  収税課 

 

１．事務組織及び職員 

    収税課には２係が置かれ、課長ほか２０名でそれぞれ事務を分掌

している。 

 

２．事務事業の実施状況 

 納税管理係では、滞納繰越事務、啓発事務、口座振替事務、電話

催告事務、市税等収納員による徴収事務、債権回収対策本部の開催、

債権管理職員研修の実施等に関する事務が行われた。 

 徴税係では、執行停止及び不納欠損処分事務、滞納処分の実施、

高額滞納整理事務、催告事務、収税課職員による徴収訪問、国保税

巡回徴収事務、休日夜間納税相談窓口事業、県と市町の協働徴収取

組等に関する事務が行われた。 

 

３．予算の執行状況 

一般会計の歳入は、予算現額 259,737,000 円に対し、収入済額

105,137,963 円で 40.48％の収入率である。 

その主なものは、個人市民税滞納繰越分、固定資産税滞納繰越分、

都市計画税滞納繰越分、延滞金である。 

一般会計の歳出は、予算現額 46,662,000 円に対し、支出負担行為

額 22,539,933 円で 48.30％の執行率である。 

    その主なものは、電算処理委託料、ソフトウェア使用料、収納員

報酬、コンビニ収納納付書取扱手数料、電話催告員報酬である。 

国民健康保険特別会計の歳入は、予算現額 337,021,000 円に対し、

収入済額 145,904,003 円で 43.29％の収入率である。 

その主なものは、国民健康保険税滞納繰越分、延滞金である。 

国民健康保険特別会計の歳出は、予算現額 13,465,000 円に対し、

支出負担行為額 3,649,940 円で 27.11％の執行率である。 

その主なものは、収納員報酬、電算処理委託料である。 

後期高齢者医療特別会計の歳入は、予算現額 4,468,000 円に対し、

収入済額 3,003,077 円で 67.21％の収入率である。 

その主なものは、後期高齢者医療保険料滞納繰越分である。 

後期高齢者医療特別会計の歳出は、予算現額 2,188,000 円に対し、

支出負担行為額 326,330 円で 14.91％の執行率である。 

その主なものは、電算処理委託料である。 

介護保険特別会計（保険事業勘定）の歳入は、予算現額 14,394,000

円に対し、収入済額 7,354,536 円で 51.09％の収入率である。 



その主なものは、介護保険料滞納繰越分である。 

介護保険特別会計（保険事業勘定）の歳出は、予算現額 3,934,000

円に対し、支出負担行為額 453,675 円で 11.53％の執行率である。 

その主なものは、電算処理委託料である。 

    なお、予算の執行は適正に行われており、その関係する帳簿、書 

  類等は適正に処理されていた。 

 



栃木市寺尾財産区 

 

１．事務組織及び職員  

     管財課長      管財係・財産調査係・寺尾公民館係 ７名  

（寺尾支所 支所長及び財産区担当兼務）  

 

２．事務事業の実施状況  

  平成２９年度においては、森林管理のため、植林後の雑木（桜、

つつじ等）について、その育成促進を図るため、下草刈りを６月に

実施した。第２回目の下草刈りを１０月に実施する予定である。  

また、財産区の運営等について審議するため、議会定例会を１１

月及び平成３０年３月に開会する予定である。  

 

３．予算の執行状況 

    歳入は、予算現額 26,800,000 円に対し、収入済額 20,431,191 円

で 76.24％の収入率である。 

    その主なものは、土地貸付収入、前年度繰越金である。 

    歳出は、予算現額 26,800,000 円に対し、支出負担行為額 1,542,676

円で 5.76％の執行率である。 

    その主なものは、議員報酬、森林管理巡視業務等委託料である。 

    なお、予算の執行は適正に行われており、その関係する帳簿、書

類等は適正に処理されていた。 

 


